
 
 

民俗学 

１１．なづける－口頭伝承２－ 

菊地暁（folklore.lecture@gmail.com） 

①「なづける」ということ：「生活世界」を成立させるものとしてのコトバ 

・音声分節の恣意性／意味分節の恣意性 

・ソシュールの記号論：「意味するもの
シ ニ フ ィ ア ン

」と「意味されるもの
シ ニ フ ィ エ

」の「恣意性」 

 

②「新語」by 柳田国男 1936『国語史新語篇』刀江書院（定本 18、文庫 21、全集 9） 

・新語の発生：新しい事物・観念／既存の語彙の忘却／既存の語彙の補訂 

・効果の追究：語音、語形、連想の妙味など 

・さまざまな新語：新物新語、旧物新語、限定保存、複合保存、レトロニム、新物旧語… 

・新語の定着「総員の是認が新語の条件であったというよりも、むしろその小さな社会の意志が、ある一人

の口を借りて表示せられたという方が当っている」 

 

③「地名」by 柳田国男 1936『地名の研究』古今書院（定本 20、文庫 20、全集 8） 

・「要するに二人以上の人の間に共同に使用せられる符号である」 

・「利用地名」交通、動植物採取、耕作など人間の移動や生活の必要から名付けられたもの 

・「占有地名」山野その他を我が所有地とした占有経営に伴うもの 

・「分割地名」利用・占有にかかる土地区分を細分・分割してよぶもの 

 

④「伝説」by 柳田国男 1942『木思石語』三元社（定本 5、文庫 7、全集 13） 

・形式性の欠如 

・対象物（木、石、水、塚、坂・峠・山、祠堂…）の存在 

・信ずべき内容→（信じる共同性の存在）→「合理化」へのベクトル 

・伝説の「管理者」としての遊行宗教者・芸能者、 

・「伝説」と「歴史」：野生と栽培？ 機能的類似、歴史の隙間を埋める伝説 

 

⑤「都市伝説 urban legend」 

・「都市伝説」のエンタテイメント化、ネットロア、フェイクニュース 

・「伝説」を支える伝統的共同体の衰退／新たな「伝説」を支える新たな共同性の出現 
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松本修 2013『どんくさいおかんがキレるみたいな。―方言が標準語になるまで』新潮文庫 

伊藤龍平 2016『ネットロア：ウェブ時代の「ハナシ」の伝承』青弓社 

森達也 2019『フェイクニュースがあふれる世界に生きる君たちへ 増補新版 世界を信じるためのメソッド』ミツイパブリッシング 
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